
胸と腹部の動きを見て普段どおりの呼吸がなければ心停止と判断し、す

ぐに胸骨圧迫を開始します。あえぐようなあごの動きだけで換気ができ

ていないときも心停止です。

意識はなくても普段どおりの呼吸をしていれば、気道を確保し救急隊の

到着を待ちます。

気道の確保には、頭部後屈あご先拳上（頭を後ろにそらし、あごを持ち

上げて空気の通り道をつくる）を行います。

判断に迷う場合は心停止とし、胸骨圧迫を開始して、AEDを使用します。



強く：成人は約５cm、小児は胸の厚さの約1/3の深さまで。

速く：1分間に100～120回の速さで。

絶え間なく：中断を最小にする。


